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第２回定例会 予算決算委員会（全体会） 会議録

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

日 時 令和６年６月１８日（火曜日）

午前１０時開会、午前１０時１９分閉会

場 所 第１委員会室

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日 程

１ 開 会

２ 委員長あいさつ

３ 審査内容

議案第５２号 令和６年度土浦市一般会計補正予算（第１回）について

４ 閉 会

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

出席委員（２２名）

委員長 平石 勝司

副委員長 矢口 勝雄

委 員 竹内 裕

委 員 古沢 喜幸

委 員 吉田 千鶴子

委 員 海老原 一郎

委 員 篠塚 昌毅

委 員 小坂 博

委 員 下村 壽郎

委 員 今野 貴子

委 員 島岡 宏明

委 員 勝田 達也

委 員 目黒 英一

委 員 奥谷 崇

委 員 福田 勝夫

委 員 平岡 房子

委 員 根本 法子

委 員 田中 義法

委 員 滝田 賢治

委 員 吉田 直起

委 員 菅井 歩美

委 員 栁澤 健二
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

欠席委員（２名）

委 員 寺内 充

委 員 鈴木 一彦

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席

局 長 櫻井 良哉

次 長 元川 宏

次長補佐 小野 聡

主 査 津久井 麻美子

主 幹 高橋 陽平

主 事 古宮 英剛

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

傍聴者（０名）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



3

○平石委員長 ただ今から、予算決算委員会を開催いたします。本日は補正予算の審査

を行います。審査の流れですが、歳入と各分科会の報告を行い、報告に対する質疑をし

た上で予算決算委員会としての採決を行います。その後、報告書をまとめてまいります

ので、よろしくお願いいたします。では、サイドブックス、予算決算委員会、令和６年、

６月１８日開催の御準備をお願いします。それでは、協議事項の審査に入ります。議案

第５２号令和６年度土浦市一般会計補正予算（第１回）の歳入から順に審査の経過と結

果について報告を行います。サイドブックスの予算決算委員長報告書議案第５２号歳入

を御覧ください。では報告いたします。御報告申し上げます。議案第５２号の内、付託

されました歳入の審査における主な内容を申し上げます。１６款国庫支出金、第２項国

庫補助金は、サイクリング環境整備のための観光振興事業費補助金のほか、児童手当の

制度改正に係る子ども・子育て支援事業費補助金や、新型コロナウイルスワクチン接種

事業費補助金などの増であります。第４項国庫交付金は、国による物価高対策に係る重

点支援地方交付金及び公共交通確保のための、デジタル田園都市国家構想交付金の増で

あります。第１７款県支出金は、新設された、校内フリースクール設置促進事業費補助

金の増であります。第１９款寄附金は、民間企業からの寄附に伴う、ふるさと土浦応援

寄附金の増であります。第２０款繰入金は、収支不足を補てんするための、財政調整基

金繰入金の増であります。第２２款諸収入は、消防団員の退職者の増に伴う退職報償金

受入金の増であります。全ての審査が終了したことから、賛否を確認したところ、全員

原案に賛成でありました。以上で報告を終わります。つぎに、サイドブックス、総務市

民分科会長報告書議案第５２号歳出をお開きください。それでは総務市民分科会長より

御報告を願います。

○奥谷総務市民分科会長 御報告申し上げます。議案第５２号のうち、付託されました、

総務市民分科会所管分の審査において、議論された主な内容を申し上げます。第２款総

務費は、企業版ふるさと納税を活用した、本市が登場するアニメ「機動警察パトレイバ

ー」のイベント開催に係る委託料の増のほか、国による物価高対策として実施される定

額減税において、定額減税しきれないと見込まれる方に対する差額分を給付するための

物価高騰対応重点支援給付金などの増であります。第８款消防費は、退職する消防団員

が、当初予定していた人数より増えたことにより、退職報償金が不足することによる報

償費の増であります。全ての審査が終了したことから、当分科会に付託されました議案

第５２号の歳出に対して、賛否を確認したところ、全員原案に賛成でありました。以上

で報告を終わります。

○平石委員長 つぎに、サイドブックス、文教厚生分科会長報告書議案第５２号歳出を

お開きください。それでは文教厚生分科会長より御報告願います。

○矢口文教厚生分科会長 御報告申し上げます。議案第５２号の内、付託されました文

教厚生分科会所管分において、審査された主な内容を申しあげます。第３款民生費、第

１項社会福祉費は、令和５年度に低所得者支援として実施した住民税非課税世帯等に対

する給付金を令和６年度に新たに交付対象となる世帯に給付するための事業費の増であ

ります。第２項児童福祉費は、児童手当の制度改正に伴う支給事務を適正かつ円滑に行
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うための高校生年代までの児童を養育している世帯に対する周知等に係る事務経費の増

であります。第３項生活保護費は、生活保護制度の改正にあわせて、生活保護費を計算

する生活保護システムを改修するための委託料の増であります。第４款衛生費、第１項

保健衛生費は、新型コロナワクチン接種が令和６年度以降、個人の発病や重症化予防を

目的とした定期接種として実施されることとなったことに伴う委託料などの増でありま

す。第９款教育費、第１項教育総務費は、不登校生徒等に対する適応指導を中心とした

活動に際し、学習支援等の社会的自立活動の支援機会の確保に向けて、校内フリースク

ール支援員を配置するための事業費の増であります。第２項小学校費は、ふるさと土浦

応援寄附金により、真鍋小学校及び大岩田小学校にブランコを設置するための工事請負

費の増であります。全ての審査が終了したことから、当文教厚生分科会に付託されまし

た議案に対して、賛否を確認したところ、出席した委員全員が原案に賛成でありました。

以上で報告を終わります。

○平石委員長 つぎに、サイドブックス｢産業建設分科会長報告書議案第５２号歳出をお

開きください。それでは産業建設分科会副会長より御報告願います。

○今野産業建設分科会副会長 御報告申し上げます。議案第５２号のうち、産業建設分

科会に付託されました所管分の審査における議論の内容及び意見等を申し上げます。第

７款土木費は、本市、つくば市、牛久市、下妻市の４市の地域連携によるモビリティサ

ービス基盤を構築し、デジタルを活用したドライバー確保・運行の効率化を目指すもの

で、地域公共交通の維持・拡大を図る自治体版の自家用有償旅客運送事業の計上であり

ます。審査が終了したことから、当分科会に付託された議案第５２号の歳出に対して、

賛否を確認したところ、全員原案に賛成でありました。なお、ドライバー不足による移

動手段の喪失を解決するためには、他市との連携が重要であり、今後より強化していく

ようにとの意見がございました。以上で報告を終わります。

○平石委員長 各分科会長報告への質疑や御意見はございますか。

○竹内委員 総務市民委員会委員長。企業版ふるさと納税委託料。事業。アニメがどう

のこうのってあったよね。これこの企業版ふるさと納税の企業はわかります。企業名と、

それから企業版ふるさと納税ってのはお金でお金で持ってくるか、いろいろノウハウで

持ってくるかいろんなやり方があるんだけども。そういう内容ではないのかな。

○奥谷総務市民委員長 広沢グループから企業版のふるさと納税として納められた、そ

の金額を活用するということで報告を受けております。

○竹内委員 あれは筑西市か

○奥谷総務市民委員長 はい。

○平石委員長 よろしいですか。その他ございますでしょうか。

（「なし」の声あり）

○平石委員長 質疑も無いようなのでここで採決いたします。議案第５２号は、原案ど

おり決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○平石委員長 異議なしと認めます。よって、議案第５２号は全会一致にて原案どおり
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決しました。ここで委員長報告に盛り込むべき事項がありましたら御意見をお願いしま

す。

（「なし」の声あり）

○平石委員長 ここで委員長報告書をまとめてまいります。暫時休憩とさせていただき

ますが、すぐに再会させていただきますので、よろしくお願いいたします。少々お待ち

ください。

【休憩：午前１０時１２分】

【再開：午前１０時１４分】

○平石委員長 それでは予算決算委員会を再開をさせていただきます。それでは議案第

５２号令和６年度土浦市一般会計補正予算第１回の委員長報告書の取りまとめを行いま

す。サイドブックスの予算決算委員会委員長報告書議案第５２号をお開きいただきたい

と思います。それでは朗読をさせていただきます。御報告申し上げます。本定例会にお

いて、当予算決算委員会に付託されました、議案第５２号令和６年度土浦市一般会計補

正予算第１回につきまして、執行部から詳細な説明を求め、慎重に審査いたしました。

以下、その審査の経過と結果について御報告申し上げます。今回の補正は、歳入歳出そ

れぞれ１８億１，３７７万９，０００円を追加し、総額を５８５億４，３７７万９，００

０円とするものであり、当初予算に見込めない事業費を補正計上するものであります。

まず、歳入の主な内容について申し上げます。第１６款国庫支出金、第２項国庫補助金

は、サイクリング環境整備のための観光振興事業費補助金のほか、児童手当の制度改正

に係る子ども・子育て支援事業費補助金や、新型コロナウイルスワクチン接種事業費補

助金などの増であります。第４項国庫交付金は、国による物価高対策に係る重点支援地

方交付金及び公共交通確保のための、デジタル田園都市国家構想交付金の増であります。

第１７款県支出金は、新設された、校内フリースクール設置促進事業費補助金の増であ

ります。第１９款寄附金は、民間企業からの寄附に伴う、ふるさと土浦応援寄附金の増

であります。第２０款繰入金は、収支不足を補てんするための、財政調整基金繰入金の

増であります。第２２款諸収入は、消防団員の退職者の増に伴う退職報償金受入金の増

であります。続いて歳出の主な内容について申し上げます。第２款総務費は、企業版ふ

るさと納税を活用した、本市が登場するアニメ「機動警察パトレイバー」のイベント開

催に係る委託料の増のほか、国による物価高対策として実施される定額減税において、

定額減税しきれないと見込まれる方に対する差額分を給付するための物価高騰対応重点

支援給付金などの増であります。第３款民生費、第１項社会福祉費は、令和５年度に低

所得者支援として実施した住民税非課税世帯等に対する給付金を令和６年度に新たに交

付対象となる世帯に給付するための事業費の増であります。第２項児童福祉費は、児童

手当の制度改正に伴う支給事務を適正かつ円滑に行うための高校生年代までの児童を養

育している世帯に対する周知等に係る事務経費の増であります。第３項生活保護費は、

生活保護制度の改正にあわせて、生活保護費を計算する生活保護システムを改修するた

めの委託料の増であります。第４款衛生費、第１項保健衛生費は、新型コロナワクチン

接種が令和６年度以降、個人の発病や重症化予防を目的とした定期接種として実施され
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ることとなったことに伴う委託料などの増であります。第７款土木費は、本市、つくば

市、牛久市、下妻市の４市の地域連携によるモビリティサービス基盤を構築し、デジタ

ルを活用したドライバー確保・運行の効率化を目指すもので、地域公共交通の維持･拡大

を図る自治体版の自家用有償旅客運送事業費の計上であります。第８款消防費は、退職

する消防団員が、当初予定していた人数より増えたことにより、退職報償金が不足する

ことによる報償費の増であります。第９款教育費、第１項教育総務費は、不登校生徒等

に対する適応指導を中心とした活動に際し、学習支援等の社会的自立活動の支援機会の

確保に向けて、校内フリースクール支援員を配置するための事業費の増であります。第

２項小学校費は、ふるさと土浦応援寄附金により、真鍋小学校及び大岩田小学校にブラ

ンコを設置するための工事請負費の増であります。以上のことから、採決の結果、全会

一致で原案どおり可決すべきものと決しました。なお、第７款土木費において、ドライ

バー不足による移動手段の喪失を解決するためには、他市との連携が重要であり、今後

より強化していくようにとの意見がございましたことを申し添えます。以上で報告を終

わります。以上となります。報告書の内容はこちらのほうでよろしいでしょうか。

（「異議なし」との声あり）

○平石委員長 委員長報告に対する質疑はできません。質疑がある場合は、この場でお

願いします。

（「なし」の声あり）

○平石委員長 それではこの内容で報告させていただきます。なお、字句その他の整理

を 要するものにつきましては、その整理を予算決算委員長に委任されたいと存じます

が、御異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○平石委員長 ありがとうございます。それでは以上で予算決算委員会を閉会いたしま

す。お疲れさまでした。


